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餘
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'
’
雜

錄
ブ
經
濟
時
祺
評
論
ト 

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
，而
し
て
女
中
を
赝
ふ乙
と
す
ら
甚
た 

困
難
で
あ
る
と
の
事
で̂

る
。
殊
K
近

來

生«'
の
高
値 

の
爲
め
に
#

«
を
營
む
農
家
#
常
の
增
加
を
來
た
し
 ヽ

之
が
爲
め
麥
畑
は
多
く
桑
畑
ど
變
化
し
麥
、
せ
藤
等
の 

村
外
移
出
は
全
く
已
ん
だ
處
が
ぁ
る
。
現
に
農
商
務
省
，
 

統
計
表
に
ょ
れ
ば
麥
作
反
別
は
昉
局
以
來
年
々
遞
歡
し 

て
旣
に
七
莴
四
千
町
步?:
減
じ
僅
々
一
一〖

年
に
四
分
餘
の 

成
少
を
來
た
し
て
ゐる
.。
こ
‘は
主
ビ
し
て
桑
園
、
果
樹
及 

野
菜
園
等
ヒ
化
し
れ
も
の
で
ぁ
る
。
勿
論
我
國
の
如
き
■ 

土
地
狹
隘
な
る
所
に
於
て
は
食
糧
品.の
自
給
の
不
可
能 

な
る
以
上
は
輸
出
工
業
に
ょ
つ
：

V

他
國
食
糧
品
を
輸
入 

す
る
方
法
に
出
づ
る
の
外
，な
く
、
所
謂
土A
收
益
の
不 

か
卜
エ
業
收
益
の
増
加
に
ょ
つ
て
補
偾
す
る
の
必
要
が 

ぁ
る
の
で
あ
る
が
フ
此
事
れ
る
や
交
易
及
び
生
產
上
に 

於
.け
る

地
位
の
優
良
と
旦
他̂-
ど
の
競
.
上
の
勝
利
を 

俞
提
ビ
し
，て
の
土
の
こ
と
で
あ
つ
て
碓
實
を
期
，す
る ̂

け
に
ゆ
か
な
い
。.殊
に
.今
日
の
如
き
事
變
に
際
し
特
に

,_、
 

第十號一四六
 

然
る
を
.
®ゆ
■る
©
で
.あ
る
。
ft
等
の
8;
は
戰
&
,に
於
け
，
 

る
我
®
の
：國
策
上
特
に
：識
者
の
注
意
を
耍
ず
る
感.で
.あ 

ら
ね
ば
な
らg

。

吾
人
の
見
を
以V

す
れ
ば
我
國
が
、' 

將
來
エ
業
品
^-
輸
出
し
食
料
及
び
原
料
を
輸
入
し
以
て 

國
際
貸
借
0'
均
衡
を
確
斯
し
得
る
や
、
否
や
懸
念
■に
堞 

え
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
や
我
國
ゆ
通
貨
か
膨
脹 

に
苦
し
み
。
多
大
の
正
貨̂
擁
し
て
ゐ
る
。
今
之
を
適 

當
な
る
方
法
に
依
り
て
適
#
な
る
對
外
投
資
•の
形
に
な 

し
を
く
は
.現
在
の
た
め
に
は
勿
論
特
に
將
來
の
質
爲
均 

衡
上
に
否
圃
運
の
將
來
に
とb
極
め
て
緊
切
な
る
事
に 

«
す
る
の
で
あ
5
。.
而
し
て
此
辦
ば
時
局
以
來
の
成
績 

に
免
れ
ば
必
す
し
ネ
不
成
功
^
目
す
る
乙ビ
は
出
來
な 

い
o
>吾
人
は
多
少
の
®
牲
を
挪
ふ
も
，朝
野
一
致
し
て
此 

方
'法
に
一
段
の
努
力
?:
敌
さ
ん
こ
ビ
を
希
盟
し
て
已
ま 

ぬ
も
0
で
あ
る
。•
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:
資

金

融

逋
0

性

質

ミ

利

子

步

'

合

V
』

の

關

係

(

下)

■パ

高

'城

仙

次

郞

第
五
節
有
價
證
難
の
利
廻 

以
上
叙
說
，
し

た

る

が

如

ぐ

、
：
预

金

利

子

は

三

種

の

利 

子
中
に
於
て
最
も
低
ぐ
、

：

貸
付
利
子
は
最
も
高
ぐ
定
ま 

る
を
原
則
S
爲
す
も
の
な
る
が
、
次
に
吾
人
の
知
ら
ん 

と
欲
す
る
は
何
故
に
公
偾
、
社
侦

r

偾
券
等
の
利
廻
が 

此
兩
利
率
の
中
間
に
位
す
る
か
に
在
り。.

‘

3
れW

、

‘其
原
因
?:
說
el
i
す
る
に
先
ち
て
、
有
：.1
|见 

券
利
廻
の
性
質
に
就
き
て一
言
を
費
す
の

必

要

あ
6

。 

公

私

偾

は

额

而

價

格

に

て

發

行

す

る

も

の

マ

し

额

面

以

下 

に
て
發
行
す
る
も
の
、
別
あ
り
て
、
此
兩
秫
の
利
廻
は 

多
少
異
れ
り
。
例
へ
ば
、
假
り
•に
政
府
又
は
會
社
が
新 

*
に
五
分
利
付
公
偾又
は

，私
偾
を
發
行
す
る
に
當-CN

:

て
’

額
面
西
圓
に
付
發
行
價
格
ゼ
西
圆
に
定
め
な
ば/ 

應
慕
者
ょ
り
觀
た
る
利
迥
は
年
五
分
な
る
も
、
苦
し
其 

發
行
價
格
が
九
十
八
圓
な
ら
ば
、
其
利
廻
は
年
五
分

| 

M

强
R

當
る
可
し
。
又
、
旣
に
發
行
'せ
ら
れ
たる
五
分
利 

\

附
有
價
證
券
を
額
而
西
圓
に
付
宵
圓
の
割
合
に
，て
#
入 

|

せ
ば
、
利
廻
は
五
分
に
し
て
、
九
十
八
圓
に
て
_
買
せ 

:
ば
"

利
廻
五
.分
一
厘
^:

*'
f

す
る
な
b

o
何
れ
の
場
合 

\

r

か

て

も

公
®

債
の
所
有
ょ
5

生
ず
る
孜
入
は
公̂

\

利
子
に
比
例
せ
す
し
て
、
此
利
廻
率
に
て
定
ま
る
も
の 

|

な
6

V-C
す
。
3

れ
ば
、
公
私
偾
を
通
じ
て
資
金
を
供
袷 

一
す
る
潜
の
受
領
す
る
利
子
は
科
廻
を
以
て
計
算
せ
ざ
る 

)

を
得
ず
。
是
れ
吾
人
が
預
金
利
子
並
に
貸
付
利
子
に
對

し
て
有
價
證
券
利
子
の
比
較.を
'試
み
る
に
當
6

て
、
其 

の
利
®

を
取
ぅ
た
る
所
以
な.々

と
す
。

又
、
.發

行

者

仰

ょ

り

之

を

觀

る

に

、

若

し

五

.，分

利

附 

證
券
を
額
商
^
て
發
行
せ
.ぱ
、」

實
際
刺
子
は
公
稱
刺
子 

S
同

，

|

な

る

も

’
猶

廊

百

圓

^
付

九

十

八

圓
^

て
，
賣

出.
 

準

U

饴

(
I

四
七
巫

)

雜
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猜
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ー

卷

(

一
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七
六)

雜

錄
.
，

融
诹
資
金
办
熨
.：
ミ

利

眾

合

|

關
係

苹
號

突

せ
ば
、
實
際
利
子
味
五
分
 

一
M

K
上更に徽行事 

務
を
委
託
せ
し
銀
行
に
额
前
苕
圓
に
付
ー
一
圓
の
委
託
料 

を
支
拂
ふ
ミ
せ
ば
、
實
際
利
子
は
年
五
分一一
厘
强

ビ

な 

る
f

o

是
れ
發
行
潜
が
償
還
期
迄
毎
年
支
拂
ふ
可
き 

も
：の
.
.
®セ
S

す
。

.

さ
れV」

、

公
私
偾
の
市
價
は
發
行
後
に
於
て
顏
而
價 

格
又
は
徼
行
價
格
を
雑
持
す
る
こ
？
殆
ん
ど*
ぐ
、
常 

に
金
融
市
場
の
景
況
並
に
發
行
者
の
：信
用
狀
態
に
應
じ 

.
て
騰
落
す
る
も
のK
しV

、
其
の
刺
廻
も
從
つ
て
變
爾 

す
る
を
免
か
れ
ざ
る
なb
。
.前
し
て
、
-
，一
定
の
時
に
於 

け

るr

有
價
證
券
の
利
廻
は
投
資
潘
が
其
證
券
の
發
行 

潘
ょ
b

要
求
す
る
利
子
步
合
を
指
示
，す
る
も
の
に
し 

て
、
若
し
其
發
行
者
が
觅
に
新
允
に
炎
偾
又
は
私
偾
を 

慕
集
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
少
な
く
Cヾ
も
其
利
廻
に
相
#
す 

る
條
件
を
以
て
發
行
せ
ざ
る
を
得
す
。
且
つ
、
發
行
者 

は
引
受
銀
行
に
手
數
料
を
支
挪
ふ
と
せ
ばS.

:

夫
れ
丈
け

V
 

.

.

•:
、

:

、

.. 

>

贳
際
に
支
柳
は
る
、
利
子
が
增
加
す
る
こ
と
、
な
る
な .

ト
。
從
つ
て
一
定
の
時
に
於
け
る
有
價
瞪
券
の
利
廻
は 

有
©

證

券

放

資
. «
の
受
領
す
る
實
際
利
子
，に
し
^
、
之 

に
若
干
の
、手
數
.料
を
加
へ
た
る
も
の
ば
發
行
著
の
支
挪 

ふ
實
際
利
子
上
看
倣
す
こ
と
を
得
可
し
。
吾
人
が
以
下 

一
硏
究
せ
‘ん
tr
欲
す
る
は
即
ち
有
價
識
券
の
所
有
*
の
受 

j 

• く
る
此
實
際
利
子
、
換
言
す
れ
，ぱ
、
有
價
瞪
券
.の
利
廻 

が
何
故
，に
槪
し
て
预
金
利
子
ょ
ヴ
も
高
く
、
，貸
付
利
子 

ょ
ヴ
も
隊
き
か
に
在
&
。

惟
ふ
に
、
公
m

偾
が
新
た
に
發
行
せ
ら
れ
し
時
に
於 

I
:

て
其
募
集
に
應
ず
る
.者
又
は
旣
に
發
行
せ
ら
れ
た
る
公 

j

偾
證
書
、
祉
偾
券
、
勸
業
債
券
等
を_
入
す
.る
*
ゅ
銀 

行
の
預
金
V
J.同
じ
く
自
己
の
事
業
の
資
本
或
は
消
费
的 

一
用
途
^

充
つ
る
乙
？
を
要
せ
ざ
る
が
又
は
欲
せ
ざ
る
資 

金
を
擁
せ
る
も
の
に
外
な
ら
す
。
此
遊
金
に
は
，短
期
的 

の
性
質
を
帶
ぶ
る
：も.の
と
長
期
的
の
性
質W

を
有
す
る 

.

i

のW

の
別
.あ
b

で
、
.
一，
時

的

：遊

金

が

銀

.行
に
當
座
预
.
. 

余
.又
樣
特
別
當
座
顇
，金
と
レ
セ.：預
.託
さ
.れ

、

長

：期

紙

遊

：

I

J

M

i

!
!(
!

I
'i
IJ
I
I
!!
II

1-I、
I|
1
I
K

金
は
定
期
«.
金
ど
し
て
预
入
せ&
る
.、
乙

ど

あ

，
る

は
®
 

R

上
文
に
於
て
指
摘
せ
し
所
な0
。
而
し
て
、
公
偾
- 

社
偾
等
の
應
募
又
は
購
入k

用
ひ
ら
る
.
資
金
は
定
期 

预
金
と
し
て
预
入
せ
ら
る

x

も
の
^

同

|

の
牛
；質
を
有 

す
る
遊
金
な
り
。
即
ち
此
長
期
的
遊
金
が
或
る
と
き
は 

定
期
预
金
ど
し
て
銀
行
に
预
け
ら
れ、
'
:又
或
る
と
き
は
. 

有
價I

如
券
に
放
資
せ.ら
るA

な
6

。
從
つ
t

、
銀
ー
了
に
定 

期
预
金
Jr
.预
く
る
場
合
と
同
じ
ぐ
、
公
實
、
私
情
こ
應 

.金
を
放
資
す
る
際
に
於
け.
資̂
金
0

價
値
時
差
は
自
ら 

低
し
。
是
れ
が
爲
め
、
足
期
預
金
の
預
ヶ
主
が
高
率
の 

純
利
矛
を
要
求
せ
ざ
るVJ

同
じ
ぐ
、
'‘有
價
證
券
投
資
者— 

も
比
較
的
低
率
な
る
純
利
子
に
て
滿
足
す
可
き
は
_

冷 

す
る
，の
要
を
見
ず
。

有
價
»

券
&

資
者
は
、
斯
く
の
如
く
、
其
放
資
に
對 

し
て
定
期
預
金
に
對
す
る
以
上
の
純
利
子
を
喪
求
す
る

.
0
f 

.に
持
，參
し
-

v

時

込

む

；の

手

數
?:
要
す
る
の
み
.な
る 

に
ノ
公
私
偾
の
應
慕
に
ば
巾
免®
-
一
通
を
作
製
し
、
之 

に|
|

據
金
を
添
へ
て
：

I.

定
0

期

：日

迄

，

?-
?
:
慕

集

取

极

人

に
 

渡
し
置
き
、
募
集\

切
後
：.に
是
れ
又
一
定
の
期
日
^
に 

一
二
囘
或
は
數
囘
に
應̂

金
_

を
挪
込
む
等
稍
々
煩
潰
な. 

る
手
續
を
要
.す
る
を
常V

J

す
。
又
、
定
期
预
金
杞
在
り 

V

は
預
金
.額
'は

預

ヶ

主

，の

任

意

に

依

り

て

定

ま

る

も

、 

公
債
社
債
等
の
應
募
總
額
が
往
R々

し
て
其
の
發
行
額 

R

超

過

す

る

結

果

と

し

て

各

人

の

申

込

額

が

按

分

；比

列 

\

或

は

其.の

修

の

方

法

に

て

減

額

，せ

ら

る

、
爲

め

、
各

I
 

一
募
者
が
豫
期
せ
し
丈
け
の
資
金
を
投
ず
る
を
得
ざ
る
，こ 

|

と
稀
な
ら
ず
。
更
に
、
定
期
預
金
の
利
子
は
挪
渡
し
の 

際

に一

度
に
支
拂
は
：れ
、
且
：つ
預
金
は
契
約
せ
し
一
定
：
 

の
期
日
k

拂
戾
'せ
ら
る
S

も
の
な
る
を
以
て
、
預
金
主 

は
夫
れ
迄
何
等
.の
注
意
を
要
..さ
.
.る
，も
'、
公
^
.、
if
c

M
等

れ
f

、
手
數
料
に
f

 

5

管

ず

。

に
f

て
は
利
子
は
年
i

丨

普

I

國
に
於
て
は 

蓋

し

遙
|

の
预
入
は
隨
時
に
現
金
又
は
小
挈
を
年
ニ
囘
歐
洲
に
於
S

年
四
同—

£

渡
|

、
を

.铱
オu

卷

ヒ

|

七)

：

離

つ

勢

.

i

d
通
I

f

刹

子

零

と

I

係

：
取
敬
：
{

四

九
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雜錄資金融織の性

®

A
刺
子
步
合
と
の
贈
係
 

第

十

诚

I

玉
〇 

r
 

常
と
な
す
が
故
に
有
愤
證
绝
所
有
翁
は
利
子
'の

受

取

に
；

付
或
は
'«
人
間
の
貨
借
.に

於

け

る

が

如

く

煩
»'
な

る

も 

就
き
弋
炎
れ
丈
け
多
く
の
^
數

を

学

る

か

み

な

ら

のR
.非
ず
。
從
久
て
有
價
證
嘴
放
碧
の
要
求
す
态
手 

ず
、
公

私

偾

ば

發

行

者

の

任

意

に

て

隨
時
に
償
還
す
る
數
料
も
資
金
の
貸
付
者
の
徵
收
す
る
手
數
の
如
く
高
率

•:
■'■ 

と
，Q
b
て
、
偾
還
公
吿
後
は
瞪
券
所
有*

の
不
注
意
み
の
も
の
に
非
ざ.る
は
明
か
：な
り
。

爲
め
彼
還
を
受
け
ざb
し
と
き
に
も
利
子
を
支
挪
は
ざ
へ
次

U
、

銀
行
の
定
期
預
金.仏
比
し
て
、
有
偾
證
券0
 

.

る
を
以
て
'

有
惯
瞪
券
所
有
萆
は
其
の
偾
還
に
就
き
て
所
有
に#

ふ
危
撿
の
程
度
は
如
何
。
單
に
有
價
@
券
と 

常
に
深
4&
の
注
意
を
加
へ
ざ
る
可
か
ら
す
。

(

誅)

尤
も
、

云
ふ
も
、
政
府
の
公
債
も
あ
れ
ば
、
.又
民
間
會
社
の
發
：

，既
に
發
行
せ
ら
れ
た
る
證
券
を
購
入
す
るS
せ
ば
、
又

i

行
せ
し
債
券
も
あb
。
又
、
公
偾
.ミ
云
ふ
も
、英
、
米
、怫.

證
券
の
新
舊
に
拘
ら
す
記
名
登
録
の
手
續
を
經
る
か
,|

の
如
き
政
府
财
政
ド
對
す
る
內
外
の
信
用
厚
き
國
家
の
. 

或
は
郵
便
局
又
は
撤
行
に
證
券
の
保
管
を
部
し
、
且
つ

\

歷
行
せ
，し
も
の
も
あ
れ
ば
、
支
那
、
南
米
の
小
國
等
の
、

,

j ■

.

元
利
の
代
理
領
收
を
侬
賴
し
馓
か
ば
多
少
は
上
述
の
手

|

如
き
政
府
財
政
の'*
礎
强
固
.な
ら
ぎ
る
!a
家
の
發
行
せ 

數
を
堪
く
乙
と
を#
る7

P、

孰
れ
の
場
合
に
於
て
も
、|

し
も
の
あ
る
以
外
に
、
各
國
の
地
方
政
廳
の
發
行
せ
し 

.有
價
■
#

に
對
す
る
放
資
は
定
期
預
金
に
比
し
て
稍

i
地
方
債
も
あ
ぅ
。
览
に
、.私
«

に
在
り
て
も

.ヽ事
業
/©
:

々
繁
雜
な
る
#

數
を
耍
す
る
を
常
S

す
。
從
つ
て
、
有
基
礎
堅
固
な
る
會
社
の
發
行

.に
依
.れ
る
も
の
と
然
ら
ざ 

s 

/

價

瞪

券

.の

放

資

者

は

若

干

の

手
'數

料

の支
挪

を

受

く

る.る
.も
.の

と

の

別
あ
り
。
.是
等
に
對
す
る
世
人
0 .
信
用
は 

.こ
と
を
期
.̂
せ
り
^

云
^

こV
J

を
得
可
し
0
而
か
.も
.
、
.

自
ら
其
'の
.程
度
^
異
...
に
す
、る
は
勿
論̂

し
て
.
從
つ
.て
.

」

有
®

證
券
の
購
入
及
び
所
有
に.#
ふ
手
數
'は
銀
行
の
黛
：

有
價«
券
放
資
著
の
要
求
ず
る
保
臉
料
忙
も
等
差
を
隹

、

ノ

.
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.
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.
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... 9.

ず
る
は
自
然
の
：勢
な̂V。

さ
れ
ど
、
槪
し
て
云
へ
ば
？ 

財
政
狀
態
の
良
好
な
'る
中
央
政
府
の
發
行
せ
し
國
偾
に 

對
し
て
敷
求
せ
ら
る
、
保
險
料
は
銀
行
の
定
期
预
余
代 

對
す
る
よ
ぅ
も
低
率
に
し
て
、.社
偾
に
對
し
て
應
慕*
 

又
は
購
入
翁
の
要
求
す
る
保
險
料
は
定
期
預
金
に
對
す 

る

よ

ち

も

高

率

な

る

が

如

し

，
。
.
日

本

及

び

其

他

文

明

國 

の
a

偾
利
廻
は
槪
し
T ,
定
期
預
金
の
利
子
中
に
於
て
高 

率
な
る
も
の
よ
6

も
稍
々
低
く
し
て
、
 

ft
偾
の
利
廻
が 

之
に
•反
し
て
槪
ね
上
嫌
を
維
持
せ
る
が
、.
其
主
な
る
原 

因
は
此
保
險
率
の
相
違.に
存
せ
I

沄
ふ
を
得
ん
か
。

斯
く
の
如
く
、
社
傲
に
對
し
て
要
求
せ
ら
るy保
險 

料
は
定
®
預
金
に
»
す
る
も
の
p 

b
も
高
率
な
る
も
個 

人
に
對
す
る
貸
付
に
於
け
る
が
如
く
大
な
ら
す
。
蓋

し.
 

會
社
は
槪
し
て
個
人
企
業
家
よ
り
も
多
額
の
資
本
を
擁 

.L
、
共
營
業
狀
態
は
時
々
發
炎
せ
ら
る
も
の
な
る
を
以

. 

て
、
世
間
の
信
用
自
ら
厚
け
れ
ば
な
ぅ
。

以
上
論
述
し
た
る
が
如
バ
、
布
値
證
券
放
资
に
對
し
\

,

第
十
二
卷a

四七九

)

ゾ
雑
錄
資
金
融
通
の
蚀
糾

て
嬰
求
せ
奋
る
\;
純
利
子
：は
預
金
中
に
於
て
利
子0
最 

も
高
率
な
る
，定
期
：預
金
に
：對
し
：で
喪
求
せ
ら
る
汰
純
利
.. 

子
と
略
ぼ
其
率
を
同
ふ
す
る
も
，
0

な
れ
ば
、
此
點
に
於 

て
は
有
價
證
券
の̂

«
は
洚
«

預
金
の
利
子
と
1

致
す
' 

る

の

傾

向

を

有

す

可

.き

も

の

な

る

も

、

手
數
料
並
に
保 

險
料
は
足
期
«

金
に
於
け
，̂'
よ
K
Vも
槪
し
て
高
き
を
以 

て
、
其
刹
廻
は
定
期
預
金.科
子
よ
り
も
稍
々
高t
定
^6 

る
を
自
然
の
勢
と
す
。
而
か
も
、
此
手
數
料
及
保
險
料
は 

貸
付
に
於
け
る
が
如
く
高
率
祀
非
ざ

る
..

が
故
に
、
有
憤 

:

瞪
券
の
利
廻
は
.貨
付
步
合
よ
&

も
低
率
を
維
持
せ.CSO,

、
斯
く
の
如
く
、
有
價
證
券
放
資
者
は
定
期
预
余
利
子 

よ
.

C
S

も
高
く
、
貸
付
利
子
よ
&
低
き
利
廻
率
に
て
も
滿 

足
f

,
も

の

な

る

が

、
：
.
若

し

假

0

に
政
府
又
は
#

社
が
、 

遙
か
に
高
率
な
る
利
廻
を
以
て
公
私
僙
を
發
行
す
る
こ 

S

を
#

る
の
み
な
ら
ず
、
發
行
せ
ざ
る
を
得
ず
と
せ
ば
、 

其
利
絶
は
常
然
现
今
よ
り
も
著
し
く
高
く
定
ま
る
に
绝
- 

る
可
し
。
而
か
も_
"政
府
又
は
會
社
が
預
金
利
子
^
り

こ
利
子
取
合
と
の
關
係
 

第
十
號
一
诋
一



婼

十

ニ

盤
’

(
一

四
八
〇)

雜

‘

錄

ハ

資

金

融
狐
の
牲
货
，と
利
子
步
合
^

の
關
係 

第
■十
號 

一
？

'

刺
子
一
ょv
%̂'
高
_
;
*$:
;
利
歡
:̂
齋

求

す

る

.が

故

に

ヽ

若 

し
其
利
廻
を
預
金
利
子
と
同
率
か
又
は
夫
れ
以
下
に
定 

め
な
ば
、
應
募
潜
少
な
ぐ
、
資
金
を
吸
收
す
る
之
と
能 

は
ぎ
6-
.,可
&
を
以
て
な
$
.0
，

.も
稍
々
低
率
な
る
利
廻
を
以
て
公
私
偾
を
發
行
し
得
る 

は
何
故
な
る
か
。
.

'惟
ふ
に
：
普
通
办
貸
付
に
庇
&
て
は
借
手
は
貸
手
に 

個
人
的
に
交
渉
し
て
貸a
:の
契
約
を
結
ぶ
の
必
要
あ
る 

を

以

て

、

敏

常

廣

く

®

^

を

求

め

て

其

の

貸

與

條

件

を 

比
較
し
、
以
て
自
己
に
最
も
有
利
な
る
貸
借
契
約
を
締 

結
す
る
の
使
宣
を
有
せ
ず
。
換
言
す
れ
ば
 

> 
普
通
，の
貸 

借
に
花
b

て
は
貸
芋
の
地
位
は
稍
々
獨
占
的̂
し
て
、 

刹
子
步
合
も
自
ら
夫
れ
が
爲
め
稍
々
高
く
定
め
ら
る
、 

の
傾
向
あ
り
。
然
る.に
、
公
債
私
債
の
镟
行
は
世
間
に 

廣
く
脅
吿
す
る
も
の
な
る
を
以
て.

r 

'寧
ろ
應
嘉
著
間
に 

競
筚
•を
坐
«

し
め
：、
價
値
時
差
の
最
も
低
き
舊
の
有
す 

る
遊
金
を
吸
收
す
る
を
得
る
も
の
な
れ
ば
、
.
普

通

®

借 

に
於
け
る
が
如
ぐ
高
率
な
る
別
子
を
提
供
す
る
の
必
®
 

な
し
。
而
か
も
、
有
價
證
券
の
利
遯
が
预
金
利
子
に
比 

しV

高
く
定
i

る
は
何
故
次
る
が
。E1
-
く
、
有
價
■
#
. 

放
資
潘
は
、
：：上
述
の
如
ぐ
、
：有
價
證
券
に
對
し
て
預
金
：

j

尙
ほ
有
價
證
券
の
刺
廻
は
、
第一

節
に
於
て
示
し
た 

'

る

如
ぐ
、
公
債
に
於
て
最
も
低
ぐ
社
債
に
於
て
最
：も
高 

|

率
に
，しV

、

市
債
は
其
の
'中
位
を
占
む
る
も
の
な
る
が、, 

此
利
廻
の
相
違
は
主
と
し
て
發
行
者
に
對
す
る
世
間
の 

信
用
の
厚
雜
に
依̂
'
,て
誘
致
'せ
ら
れ
た
る
も
.の
な
り
。 

換
言
す
れ
ば
、
國
債
の
利
廻
中
に
は
保
險
料
を
殆
ん
ど 

舍
ま
す
し
て
、
其
他
の
有
價
證
券
の
利
廻
ビ
國
偾
利
®
 

j

と
の
差
の
大
部
分
は
保
臉
料
なb
£'
着

做

す

こ

ミ

を

得 

j

る
が
.如
■し

。

要
す
る
に
、
公
私
«
は
資
金
の
必
要
を
感
せ
る
潸
が 

發
行
す
る
も
-の
な
る
の
ー
»
に
於
て
は
#
通
の
貸
借
.に
.

.

類
す
る
.̂
の
*
:̂
も
、
：貸
付
に
ー
於
け
る
が
如
ぐ
借
手
が
ハ 

バ
it
搔
餐
束
に
貸
出
を
請
漱
せ#
し
で
遊
金
'を
有
す
る
者

が

資

金

釔

提

供

ず

る

の

點

に

於

：

て

は

龈

行

の

預

金

ミ

相

：
 

去

る

，』

と

遠

か

ら

ず

。

換

言

す

れ

ば

公

私

債

は

貨

付

並
 

に

預

金

0

性

質

を

併

せ

.有

す

る

も

の

な

り

€

す

。

公

私

. 

偾

の

利

廻

が

，«

#

* ]
子

«

ま

利

子

と

の

中

間

に

|4
す

る
 

は

是

れ

當

然

の

結

果

た

る

の

み

？

,

註
、：
英
國
1
1ン
y

;v
公
愦
の
發
行
：は
證
券
4>
應
慕
者
に
交
附
せ
t

 

.

犁
に
英
蘭
銀
行
の
蜜
帐
に
登
錄
す
る
に
止
ま
る
こ
と
あ
る
於
、 

臌
慕
苕
が
死
亡
せ
る
際
に
は
相
^
者
が
所
有
-̂
か
證
明
す
る
U
 

困
難
を
感
^

る
こ
と
あ
リ
と
。
又
、
英
蘭
銀
行
は
公
偾
齋
帳
の
.
"

記

入

かi

切
公
表
せ
、ざ
る
の
規
楚
な
る
が
、
應
藤
港
が
鰌
藤
金
-
, 

丨

.
額

，
か

失

念

し

?:
る
と
き
に
於
て
も
然
リw

云
ふ
。

又
、

H

ゾ
タ
か
公
偾
の
刺
子
は
¥

1

^
に
支
拂
は
*
<
^
も
の
尨 

る
が
、
之
か
誚
求
せ
ざ
リ
し
潢
あ
る
と
旮
は
十
ケ
年
問
英
湖
銀 

行
！！

於
て
此
朱
挪
利
子
か
預
か
リ
、
其
の
後
は
國
侦
愤
却
委
贷 

に
之
を
夾
附
す
。
此
未
拂
刺
子
は
一
九
一「

丨
ニ
年
度
に
於
て 

七
十
三
輿
七
瓦
五
磅
|-
上
リ
れ
リ
。
尙
ほ
此
米
拂
利
芋
は
阈
會 

の
決
議
か
經
ズ
政
府
の
所
得
}

爲
す
！

と
__わ
る
も
の
^

る
が
、

千
九
百
四
年L

i

政
府
が
沒
收
せ
し
額
は
！

0
1瓿

磅
じ
速
せ
り
2

。 

\
 
.
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o
. H

a
f
t
e
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d
i
e
.
B
a
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v
o
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Z
u
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i
c
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.
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丨

.
丨

..
'
第
穴
節
.1

1

丨
ル
0
丨
>
の
步
合
.

~

.形
式
上
’に
：於V

は
有
價
證
券
と
大
K
其
趣
き
を
異
に
' 

せ
る
.も
、
，實
質
■上
に
.，於V.

は
、
有
價
證
券
と
同
^
ぐ
、 

預
金
ど
貸
付
ミ
の
性
質
を
併
有
せ
る
一
種
の
貸
借ぁ 

6
0̂

コ
I
ル
ロ 

I
ン
郎
ち
是
れ
な
ら
と
す
。
單
に
コI 

k

 
口
ー
ン
と
云
ふ
も
、

,®
日
挪
、
無
條
件
、
月
越
、
普 

通
：も
の
等
の
區
別
ぁ&V

、
f

多
少
其
貸
借
絛
件
並
. 

に
利
子
步
合
を
異
に
せ
り
。
例
へ
ば
翌
日
挪
コl
y
€ 

はj

誓
：彬
を
期
限
^
す
る
貸
厝
に
て
貸
付
の
翌
日
償
却 

S
る可きものにして、無
絛
件
コ
は
期
眼
を 

定
め
ざ
5 ;
も
の
な
る
が
' 1

日
の
豫
吿
に
て
債
權
者-6
: 

6
何
時
た
6

と
も
其
の
償
却
を
請
求
し
得
る
も
の
な 

6

。
月
越
コ
ー
ル
ビ
は
月
末
ょ
り
翌
月
々
始
に
至
る
期 

間
に
貸
借
せ
ら
る
/
' 

n
l
ル
を
云
a
、
普
通
も
の
ど
は 

一.週
.

SE

內
外
^
興
限
ビ
す
る
も
.の
な
ぅ
。
3

れ
と
、
.孰
！ 

れ
の
場
合
^
て

も

、

コ

ー

ダ

口

ー

ン

は

 

一
：：！

乃

至

數

日 

ど
云
ふ
が
如
き
短
期
に
對
す
る
資
金
の
貨
借
に
外
な
ら

齡

十

ニ

愈

(
一

四

八

ご

雜

> 

錄

資

金

，融
通
の
#
1蜇
と
刺
夺
步
含
と
のj

羊
虢

,}

五
三



第

十

二

骀
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四
八
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雜

錄

资

金

、
融通の

it
質ミ利子步合との關係.

第
十
號
ー
芄
四

..

.-
 

•

 
.

 

i
i
r 

...

. 

-

 

•

す
。
コ
丨
ル
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る«
は
主
と
し
て
取
|̂ 

所
の
伸
贸
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